
心ゆたかに たくましく

かしこく成長する

「たかせの子」

数日前からの雨予報にやきもきして迎えた５月 16

日（日）。「たかせっ子」５９名の思いが天に届き、

高瀬小学校６回目の運動会を、グラウンドにて行う

ことができました。（本当にありがとう！）
運動会は、１年生から６年生が一緒になり、目標

に向かってひとつのチームとして活動する初めての

行事でありますので、開会式の校長あいさつでは、
次のようなことをお願いしました。

１年生…初めての運動会を、思いっきり楽しんで

ください。２年生…１年生に一番近いお兄さん・お
姉さんとして、１年生のお世話をお願いします。３

・４年生…５・６年生のチームリーダーが動きやす

いように、自分から手伝えることを見つけて行動し
てください。５・６年生…チームがひとつになって

思いっきり楽しめるように、下級生をぐいぐい引っ

張ってください。どの学年の子ども達も自分の持っ
ている力を精一杯に発揮し、さわやかさと感動を届

けてくれました。子ども達の頑張りに感謝です。

また、もう一つの大きな関心事は、チーム優勝の
行方でありました。過去、黄組の３連覇の後、白組

の２連覇でありました。どの組も力は均衡しており、
それぞれの優勝への思いは強いため、激しい競り合

いとなりましたが、結果は逆転での黄組の優勝とな

りました。でもみんなよく頑張りました。
なお、PTA 保体部の皆さんには、競技補助・最後

の後片付けまで御協力いただきまして、誠にありが

とうございました。おかげさまで、予定よりも早く
終了することができました。今回の運動会を通して、

全校児童がそれぞれ一歩成長できたと感じておりま

す。今後行われる各行事・事業におきましても御協
力をお願いいたします。応援していただきました保

護者の皆さん、子ども達に元気を与えていただきま

して、誠にありがとうございました。

【開会式】
【誓いの言葉】
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大縄跳び】

【玉入れ 「元気
にシュート」】

【色別対抗上学年全員リレー】

【だるまリレー】

【色別対抗下学年全員リレー】
【マイムマイム】

【色別スペシャルリレー】

【黄組 優勝】

【閉会式 児童代表あいさつ 】



先月の２６日（月）に、令和３年度の児童総会が行

われ、各員会の活動が本格的にスタートしました。総

会は３年生以上の出席で行われましたが、各委員会の
活動に対しての質問や要望などの発言が、次から次に

出てくるなど、たかせっ子一人一人の参加意識の高い
会となりました。自分たちの身の回りのことに関心を

もち、よりよくしていこうとする気持ちは今後も持ち

続けてほしいと感じました。なお、たくさん出た質問
や要望にすぐに回答していた６年生の対応力にも感心

しました。さすが令和３年度のリーダーだなと思いま

した。

【校長あいさつ】

※内容はお子さんに質問していただければと思います。

昨年度、高瀬小学校の緊急
メールで最も多かった内容は、

熊出没に関する注意喚起でし

た。今年もまた熊が出てくる
時期となりましたので，下記の内容につきまして、お

家でもお子さんと確認をお願いいたします。

【 秋田 県自然 保護課 ツ キノワ グマ被 害対策 支援 センタ ーより 資料 提供】

また、家の周辺でこれまでに熊が出た箇所がどこか

確認し、万が一遭遇した際にはどこに避難するのかも

話し合ってください。

児童総会後、
５月１１日（火）

第１回全校集会

が行われました。５月の活動目標・内容及び全校の
皆さんに協力してほしいことについて、各委員会の

代表から話がありました。その様子を見ていて、今

年度の新たな挑戦が２つありました。１つは「原稿
を一切見ないで伝える」２つ目は「マイクは使わな

い」でした。スラスラいかないところはもちろんあ
りますし、伝えるための声量としてはまだ小さいか

なと思いましたが、この新たな挑戦は最高だと思い

ました。伝えるんだという「思いをカタチ」にし、「継
続は力なり」で今後も頑張りましょう。

【校長あいさつ】

（ 帰ってき たウルトラ マン 最終 回より）

「ウルトラ５つの誓い 2011」

１つ…節電をしよう。

１つ…必要以上のむやみな買い物はやめよう。
１つ…不確かな情報に惑わされないようにしよう。

１つ…優しさを忘れずに、励まし合って、生きて
いこう。

１つ…希望をもって、未来に向かって進もう。

(2020 に出された 5 つ の誓い)
（東日本大震災 後に出された誓い）

※「相手のことを考え、コロナ差別等がないように

していきましょう」も最後に付け加えました。


